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「
大
子
町
文
化
財
保
存
活
用
計
画
」
を
活
か
そ
う 

大
子
町
で
は
、
平
成
十
年
四
月
に
「
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
計
画
書
を

作
成
し
て
い
る
が
、
こ
の
た
び
、
平
成
二
十
四
年
四
月
に
「
大
子
町
文
化
財

保
存
活
用
計
画
」
を
策
定
し
た
の
で
紹
介
し
よ
う
。 

 

第
一
章
「
計
画
の
対
象
と
目
的
」
で
は
、「
文
化
遺
産
を
町
の
『
た
か
ら
』

と
し
て
、
保
護
・
活
用
・
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
結
果
、

大
子
町
ら
し
さ
を
大
切
に
す
る
町
民
の
心
を
育
て
、
町
の
観
光
振
興
と
地
域

活
性
化
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
と
述
べ
て
い
る
。 

 

第
三
章
「
文
化
財
の
現
状
と
課
題
」
で
は
、「
大
子
町
に
は
、
無
形
の
民
俗

文
化
財
（
国
選
択
）
が
一
件
（
お
枡
廻
し
の
習
俗
）、
県
指
定
文
化
財
が
六
件
（
袋

田
瀧
、
浅
川
の
さ
さ
ら
等
）、
町
指
定
文
化
財
が
十
九
件
（
文
武
館
文
庫
、
法
龍
寺

の
カ
ヤ
等
）、
計
二
十
六
件
の
指
定
文
化
財
が
あ
り
、
次
の
よ
う
な
課
題
を
列

挙
し
て
い
る
。」 

「
説
明
板
、
案
内
板
な
ど
の
建
替
え
又
は
修
繕
が
必
要
で
あ
る
」「
文
化
財
を

紹
介
す
る
マ
ッ
プ
等
の
広
報
物
の
作
成
が
望
ま
れ
る
」「
文
化
財
の
保
護
と
活

用
の
た
め
の
人
材
が
不
足
あ
る
い
は
高
齢
化
し
て
い
る
」「
大
子
町
に
は
、
一

五
六
か
所
の
遺
跡
（
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
城
館
跡
、

古
墳
群
等
で
あ
り
、
遺
跡
地
図
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
等
、
町
民
へ

遺
跡
の
存
在
を
周
知
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
」「
町
内
各
地
で
営
ま
れ
て

き
た
林
業
、
楮
、
漆
、
茶
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
煙
草
、
金
採
掘
、
馬
産
等
は
、

町
の
風
土
を
活
か
し
た
産
業
で
あ
り
、
地
域
の
特
色
を
表
し
、
先
人
の
歴
史

と
文
化
を
伝
え
る
生
き
た
資
料
で
あ
る
。 

文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
評
価
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。」「
漆
は
、

岩
手
県
に
次
い
で
全
国
第
二
位
の
産
出
県
で
、
大
子
町
は
茨
城
県
の
ほ
と
ん

ど
の
漆
を
産
出
し
て
い
る
」「
大
沢
地
区
の
楮
は
、「
那
須
楮
」
の
本
場
も
の

の
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、「
文
化
遺
産
を
保
護
・
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
が
郷
土
に
対
す
る
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、
ひ
い
て
は

地
域
活
性
化
及
び
県
内
外
・
国
内
外
の
観
光
客
の
増
加
を
図
る
こ
と
が
、
将

来
に
向
け
て
の
課
題
で
あ
る
」
と
ま
と
め
て
い
る
。 

 

第
四
章
「
文
化
財
の
保
存
活
用
の
具
体
的
方
策
」
で
は
、「
旧
村
役
場
、
廃

校
と
な
っ
た
木
造
校
舎
、
現
役
の
木
造
校
舎
、
中
心
市
街
地
の
商
家
、
板
倉

な
ど
に
つ
い
て
、
保
存
活
用
方
法
や
国
の
登
録
有
形
文
化
財
へ
の
登
録
を
検

討
す
る
。
そ
の
他
、
茅
葺
民
家
、
長
屋
門
、
ヒ
ム
ロ
、
乾
燥
小
屋
、
土
蔵
等

に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る
」「
伝
統
的
産
業
（
楮
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
茶
、
漆
、

林
業
、
煙
草
、
金
採
掘
等
）
に
関
わ
る
調
査
、
記
録
作
成
、
関
係
者
か
ら
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
町
と
し
て
、
民
俗
資
料
の
収
集
を
行
う
。
こ
の
調
査
・

記
録
と
収
集
の
成
果
を
歴
史
民
俗
資
料
館
の
設
置
の
際
に
役
立
て
る
」「
大
子

町
に
関
わ
る
歴
史
資
料
（
建
造
物
、
美
術
工
芸
品
、
古
文
書
等
記
録
資
料
、
考
古
資

料
、
民
俗
資
料
、
行
政
文
書
、
行
政
刊
行
物
、
史
跡
、
天
然
記
念
物
等
）
の
収
集
、
整

理
、
調
査
、
研
究
、
保
存
、
展
示
及
び
公
開
を
行
い
、
郷
土
に
対
す
る
愛
着

と
誇
り
を
持
ち
、
ひ
い
て
は
町
の
特
性
を
活
か
し
た
観
光
振
興
、
地
域
活
性

化
及
び
教
育
普
及
に
資
す
る
も
の
」
と
し
て
、「
歴
史
民
俗
資
料
館
の
設
置
」

を
主
張
す
る
。 

 
こ
の
計
画
を
活
か
す
べ
く
、「
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
歴
史
あ
る
町
」、

大
子
町
は
平
成
二
十
五
年
、「
文
化
遺
産
を
町
の『
た
か
ら
』と
し
て
評
価
し
、

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
の
一
つ
と
し
て
町
民
が
親
し
め
る
身
近
な
も
の
と
す
る

こ
と
で
、
観
光
振
興
と
地
域
活
性
化
に
活
か
す
こ
と
」
を
目
指
し
た
取
り
組

み
を
始
め
た
の
で
あ
る
。計
画
は
平
成
三
十
一
年
度
ま
で
の
八
年
間
で
あ
り
、

計
画
の
実
現
が
期
待
さ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
野
内
）
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ま
ぼ
ろ
し
の
浅
井
戸 

薬
師
井 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田 

澤 

一 

守 

  

大
子
町
大
字
山
田
字
高
久
師
平
、
大
字
下
金
沢
字
大
草
薬
師
沢
、
小
さ
な

集
落
堺
を
流
れ
る
沢
を
挟
ん
で
、
昔
か
ら
薬
師
の
名
称
が
地
名
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
。
薬
師
平
は
、
私
の
子
供
の
頃
よ
り
茅
場
と
し
て
使
わ
れ
、
ま
た

櫟
楢
の
薪
山
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
小
さ
な
里
山
で
あ
る
。
面
積
約
一
二

〇
〇
㎡
の
半
分
は
伐
採
さ
れ
畑
と
な
っ
た
林
、
そ
の
残
さ
れ
た
平
坦
な
林
の

中
に
朽
ち
は
て
た
石
の
祠
が
一
つ
、
石
碑
が
二
つ
三
つ
、
そ
れ
と
御
堂
か
庵

あ
と
の
土
台
石
が
三
間
四
面
の
間
隔
ぐ
ら
い
の
中
に
十
数
個
、
忘
れ
ら
れ
て

い
る
。
石
碑
の
一
つ
に
は
、
前
面
に
「
法
子
等
休
墓
」、
そ
の
右
側
下
に
「
冥

賀
丹
蔵
」
、
左
側
に
「
文
化
三
年
」（
一
八
〇
六
）
、
そ
の
他
の
石
碑
に
も
「
葉

子
等
休
墓
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

私
が
、
こ
の
里
山
の
薬
師
跡
を
譲
り
受
け
た
の
は
昭
和
六
〇
年
代
の
終
り

で
、
そ
の
跡
地
か
ら
南
東
約
四
〇
ｍ
の
所
に
、
今
は
消
え
去
っ
て
姿
も
見
え

ぬ
薬
師
井
の
浅
井
戸
が
あ
っ
た
。
所
有
者
の
某
農
家
が
、
田
畑
輪
換
で
水
田

を
既
存
の
畑
と
一
緒
に
し
て
し
ま
っ
た
た
め
浅
井
戸
は
姿
を
消
し
、
そ
の
面

影
さ
え
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
面
積
約
三
・
五
～
四
㎡
、
水
深
約
一
・
五

ｍ
、
年
中
水
位
の
変
化
が
な
く
冬
で
も
氷
の
張
ら
ぬ
、
田
面
と
同
じ
手
汲
み

の
で
き
る
浅
井
戸
で
あ
っ
た
。そ
の
浅
井
戸
や
薬
師
平
の
祠
の
あ
る
所
に
は
、

大
字
山
田
高
久
と
大
字
下
金
沢
大
草
の
二
つ
の
所
よ
り
出
入
り
の
で
き
る
古

道
が
あ
り
、
今
も
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
手
汲
み
の
で
き
る
浅
井
戸
こ
そ
、
こ
の
薬
師
堂
跡
の
あ
る
薬
師
平
の

一
番
大
事
な
信
仰
の
大
元
だ
と
思
え
る
。
今
は
、
こ
の
周
辺
を
三
人
の
所
有

者
が
思
い
思
い
の
型
で
利
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
昔
に
は
一
連
の
型
で
利
用

さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
私
は
、
二
度
ほ
ど
そ
の
歴
史
を
裏
付
け
る
よ
う

な
思
い
出
を
呼
び
返
す
こ
と
が
で
き
る
。昔
な
の
で
そ
の
時
期
は
忘
れ
た
が
、

菊
池
某
さ
ん
の
奥
さ
ん
が
、
私
の
住
む
下
金
沢
大
草
の
里
道
よ
り
こ
の
薬
師

井
に
水
を
汲
み
に
来
た
の
だ
と
言
わ
れ
、
偶
然
に
こ
の
年
配
の
お
方
と
お
話

し
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
私
に
と
っ
て
は
珍
し
い
事
な
の
で
「
ど
う
し
た

の
で
す
か
」
と
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
誰
か
が
目
を
悪
く
し
薬
師
井
の
水
が

良
い
こ
と
を
聞
き
、
そ
れ
を
思
い
出
し
て
こ
の
水
を
汲
み
に
来
た
の
だ
と
、

売
薬
も
合
わ
せ
用
い
た
い
と
…
。
今
の
私
で
あ
れ
ば
も
っ
と
良
く
お
聞
き
し

調
べ
る
と
思
う
が
、
そ
の
時
の
私
に
は
興
味
も
な
く
、
聞
き
流
し
て
今
日
ま

で
来
て
し
ま
っ
た
。 

 

ま
た
、
こ
の
薬
師
平
の
痕
跡
と
言
う
か
堂
楽
跡
に
つ
い
て
は
、
も
う
一
人

の
方
を
思
い
出
す
。
あ
る
方
が
、
そ
の
昔
に
こ
の
薬
師
平
跡
に
来
ら
れ
、
そ

の
時
に
も
ど
ち
ら
の
方
と
も
知
ら
ず
、
何
の
目
的
か
も
分
か
ら
ず
、
挨
拶
程

度
で
行
き
過
ぎ
た
思
い
が
よ
み
が
え
る
。
今
に
な
っ
て
考
え
れ
ば
、
薬
師
平

の
堂
宇
跡
や
石
碑
、
祠
、
浅
井
戸
地
形
等
の
一
連
の
関
係
を
調
べ
て
い
た
の

で
は
と
思
え
る
。
私
自
身
、
小
さ
な
農
業
を
営
む
他
に
趣
味
も
な
く
、
歴
史

に
少
し
興
味
を
憶
え
て
い
る
だ
け
だ
が
、
何
故
、
こ
の
辺
避
な
所
に
薬
師
堂

が
建
て
ら
れ
、
祠
が
祭
ら
れ
、
そ
し
て
冥
賀
丹
蔵
と
言
う
昔
の
方
が
、
九
〇

～
一
〇
〇
キ
ロ
も
あ
る
自
然
石
に
薬
師
を
意
味
す
る
「
法
子
等
休
墓
」
と
い

う
信
仰
を
現
わ
す
文
言
を
刻
み
、
建
立
し
、
奉
納
し
た
か
。
ま
た
そ
れ
に
並

ぶ
他
の
人
も
…
。そ
れ
程
ま
で
に
こ
の
薬
師
井
の
水
に
効
能
が
あ
っ
た
の
か
、

い
ろ
い
ろ
と
思
い
を
め
ぐ
ら
す
。 

 

こ
の
薬
師
平
の
祠
よ
り
西
方
二
五
〇
ｍ
に
は
、
十
二
所
神
社
と
言
う
樹
齢

五
〇
〇
年
を
越
す
大
き
な
杉
並
木
の
跡
の
あ
る
社
が
あ
る
。
昔
の
人
達
は
こ

の
神
社
に
も
参
拝
し
、
神
の
力
と
薬
師
井
の
「
霊
水
」
を
分
け
て
も
ら
っ
て

病
を
治
し
、
祠
に
参
っ
て
霊
水
や
神
仏
の
加
護
に
感
謝
し
、
薬
師
井
の
水
の

霊
力
に
感
謝
の
気
持
が
長
く
残
る
よ
う
石
碑
を
建
立
し
、
そ
れ
が
平
成
の
時

代
ま
で
残
さ
れ
た
と
考
え
る
。文
化
三
年
か
ら
約
二
百
七
年
経
過
し
た
今
日
、

本
当
に
歴
史
に
は
、
そ
れ
に
付
随
し
た
真
実
が
残
る
と
感
じ
る
。
今
は
姿
を

消
し
た
、
ま
ぼ
ろ
し
の
薬
師
井
の
物
語
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
大
子
町
下
金
沢
在
住
） 
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天
狗
党
西
上
（
四
） 

上
州
下
仁
田
の
戦
い 

 

―
野
村
丑
松
の
戦
死
― 

  
(

那
須
野
ヶ
原
を
過
ぎ
た
天
狗
党
は
上
州
に
入
っ
た
。
幕
府
の
命
令
で
天
狗
の
通
行
を

妨
害
す
る
藩
が
多
く
、
戦
う
か
、
穏
や
か
に
通
り
抜
け
る
か
益
々
行
く
手
は
困
難
に
な
る
。
） 

戦
い
を
避
け
て
間
道
を
通
っ
て
来
た
天
狗
党
は
安
倍
の
領
地
を
通
過
せ
ん
と

し
て
い
た
。
敵
は
遙
か
左
手
の
村
に
引
き
退
き
て
篝
火
を
た
き
て
堅
め
け
れ

ば
無
事
に
通
行
致
し
け
る
。
安
倍
の
領
方
の
由
な
り
し
が
此
処
に
て
夜
食
を

調
え
、
安
倍
の
陣
中
へ
臼
井
徳
太
郎
外
一
両
輩
応
接
に
出
だ
し
候
処
申
し
越

さ
れ
し
は
、
幕
府
の
命
に
て
堅
め
し
上
は
当
地
通
行
為
致
候
様
不
相
成
旨
申

断
り
け
る
に
付
い
て
、
血
気
者
等
踏
み
破
り
て
目
に
物
見
せ
ん
と
、
皆
先
駆

け
せ
ん
と
ひ
し
め
き
け
る
処
に
、
是
を
制
し
て
曰
く
今
此
の
方
よ
り
無
益
の

腕
立
て
せ
ん
よ
り
、
密
か
に
間
道
を
通
行
す
べ
し
も
し
相
交
る
時
は
其
の
時

い
う
秘
術
を
尽
く
し
て
戦
う
べ
し
、
先
ず
支
度
し
て
夜
行
せ
ん
と
皆
々
支
度

し
て
出
で
立
け
る
。
夜
八
つ
半
時
に
先
陣
は
中
仙
道
中
に
出
て
本
庄
宿
に
休

む
。
人
馬
共
食
事
さ
せ
朝
五
つ
半
時
に
出
立
し
け
る
が
、
こ
の
騒
ぎ
夥
し
く

高
崎
城
中
へ
は
早
打
ち
櫛
の
歯
を
引
く
が
如
く
、
こ
の
宿
の
出
離
れ
よ
り
右

は
新
町
、
此
処
に
高
崎
勢
押
し
出
し
て
固
め
け
る
由
。
左
に
入
り
て
川
原
を

通
り
け
る
時
に
大
銃
打
ち
出
し
て
相
守
り
け
る
様
子
、
是
を
聞
き
な
が
ら
行

き
て
藤
岡
宿
に
休
む
。
十
四
日
夜
吉
井
宿
に
泊
ま
り
、
此
処
の
裏
に
矢
田
村

と
申
し
て
紀
州
殿
の
御
連
枝
松
平
左
兵
衛
亮
様
の
陣
屋
有
り
、
応
接
の
上
こ

こ
に
宿
り
、
至
っ
て
取
扱
い
宜
敷
く
宿
の
入
り
口
各
堅
固
の
如
く
な
り
、
此

処
を
立
ち
て
五
日
市
宿
に
休
む
。
此
の
宿
は
加
洲
殿
御
連
枝
前
田
丹
後
之
守

様
陣
屋
有
り
。
依
っ
て
陣
中
よ
り
御
沙
汰
に
て
町
役
人
並
足
軽
体
の
者
来
た

り
て
、
間
道
を
案
内
致
し
け
る
。
尤
も
武
器
携
え
ざ
る
者
は
陣
屋
前
を
通
行

致
し
け
る
処
に
、
馬
瓢
押
し
立
て
采
配
を
所
持
し
た
る
大
将
二
人
床
几
に
か

か
り
皆
兵
共
は
甲
冑
に
身
に
纏
て
堅
め
け
る
。
此
処
を
過
ぎ
て
上
州
一
ノ
宮

祓
崎
大
明
神
の
門
前
に
て
休
む
。
一
ノ
宮
宿 

遊
女
屋
あ
り
て
家
数
は
少
々

な
り
共
至
っ
て
手
当
等
宜
敷
く
、
そ
れ
よ
り
立
ち
て
二
里
余
行
き
山
を
越
け

る
途
中
に
て
一
人
の
老
翁
ひ
げ
長
く
骨
柄
逞
し
き
者
来
た
り
て
申
す
に
は
此

処
は
此
の
度
武
田
君
上
京
心
掛
け
に
て
今
宵
当
所
御
旅
宿
の
由
承
り
成
共
今

宵
高
崎
勢
追
討
に
来
る
と
の
風
あ
り
、
当
所
は
、
甲
州
の
信
玄
公
七
度
敗
走

の
地
な
り
、
御
用
心
あ
り
て
可
然
と
。
堅
く
心
が
け
様
々
と
案
内
を
請
う
て

そ
の
夜
は
十
五
日
夜
、
下
仁
田
泊
ま
る
。
此
処
に
着
き
て
兵
隊
を
分
け
て
皆

持
ち
口
を
譲
り
て
相
堅
め
け
る
。
夜
の
八
つ
時
陣
中
に
触
れ
あ
り
て
各
支
度

有
る
べ
し
、
今
夜
敵
の
来
る
模
様
有
り
と
告
げ
来
た
り
し
故
に
、
今
や
と
待

ち
届
け
る
処
に
、
夜
の
明
け
方
虎
勇
隊
の
固
め
よ
り
敵
兵
襲
来
り
て
固
め
御

用
意
あ
り
て
可
然
と
桜
井
辰
之
助
告
げ
来
た
り
し
故
に
、
皆
支
度
の
成
る
者

繰
り
出
し
け
る
に
敵
兵
杉
峠
の
筋
道
よ
り
来
た
り
、
山
よ
り
下
り
て
足
場
を

定
め
て
大
銃
五
丁
打
ち
出
し
け
れ
ば
、
味
方
は
用
意
の
成
る
者
先
ず
虎
勇
隊

を
向
わ
し
め
て
、
奇
兵
隊
左
右
に
伏
兵
し
て
居
け
る
に
、
敵
兵
斯
く
と
は
不

知
、
大
銃
を
打
立
々
々
進
み
来
た
り
し
か
ば
、
虎
勇
隊
三
ッ
橋
兵
六
下
知
し

て
し
ば
し
引
き
退
き
し
か
ば
、
敵
兵
今
や
と
追
討
に
大
銃
の
音
は
山
林
に
響

き
て
崩
る
る
如
く
味
方
も
踏
み
止
ま
り
て
砲
戦
及
び
し
内
に
、
時
分
は
よ
し

と
正
奇
の
伏
兵
起
き
立
ち
て
鯨
波
を
作
り
左
右
よ
り
突
き
立
て
れ
ば
敵
兵

周
章

あ

わ

て

ふ
た
め
き
防
戦
す
べ
き
様
も
な
く
突
き
立
て
ら
れ
て
、
討
死
の
者
百
人

余
、
又
は
切
腹
の
者
十
人
余
、
緑
の
下
薪
部
屋
に
隠
れ
て
居
て
討
た
る
る
者

七
人
。
生
け
捕
り
七
人
あ
り
、
川
原
へ
引
き
連
れ
来
た
り
て
四
人
死
罪
、
三

人
切
腹
、其
の
余
逃
げ
去
る
。此
の
一
戦
に
味
方
に
奇
兵
隊
に
て
二
人
討
死
、

本
陣
付
に
野
村
丑
松
行
年
十
三
才
な
り
し
が
敵
五
人
に
囲
ま
れ
暫
し
戦
う
内

に
味
方
之
を
救
う
、
さ
れ
ど
も
鑓
疵
二
カ
所
深
手
故
に
難
助
と
心
得
て
歌
を

三
度
歌
ひ
て
首
落
と
し
く
れ
と
、
誠
に
若
年
に
似
合
わ
ぬ
大
丈
夫
と
言
う
べ

し
。 
歌
に
「
見
て
嘆
き
聞
い
て
弔
う
人
あ
ら
ば 

我
に
手
向
け
よ
南
無
阿

弥
陀
沸
」
と
読
み
け
る
。
是
時
に
無
念
な
が
ら
介
錯
致
し
け
る
。 

（
石
井
） 



 

- 4 - 

 

新
聞
記
事
に
み
る
満
州
移
民
の
断
片 (

一
二) 

―
第
九
次
冷
家
店
大
子
町
開
拓
団
の
軌
跡
― 

 
 茨

城
新
聞
社
の
菅
井
正
維
記
者
は
、
昭
和
十
六
年
六
月
七
日
か
ら
七
月
七

日
ま
で
の
一
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
「
満
洲
国
総
務
庁
の
招
請
に
依
り
郷
土
派

遣
本
年
度
満
洲
建
設
勤
労
奉
仕
隊
並
に
開
拓
地
実
情
視
察
の
為
」（
昭
和
十
六

年
七
月
五
日
付
「
い
は
ら
き
」
新
聞
）
に
現
地
に
派
遣
さ
れ
た
。
視
察
先
の
一
つ

が
大
子
町
開
拓
団
で
あ
り
、
そ
の
一
回
目
の
実
情
報
告
が
同
年
七
月
三
日
付

「
い
は
ら
き
」
新
聞
夕
刊
に
掲
載
さ
れ
た
（
本
誌
第
五
九
号
、
第
六
〇
号
、
第
六

一
号
、
第
六
六
号
参
照
）
。
菅
井
特
派
員
に
よ
る
二
回
目
の
報
告
は
、
「
大
子
開

拓
団
へ
贈
る 

視
察
団
一
行
の
賞
讃 
県
は
宜
敷
再
認
識
せ
よ
」と
題
し
て
、

翌
七
月
四
日
付
の
「
い
は
ら
き
」
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
記
者
の
目
を

通
し
て
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
も
当
時
の
開
拓
生
活
の
有
り
様
の
一
端
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
以
下
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。 

記
事
の
冒
頭
で
、「
北
満
の
異
域
に
天
業
翼
賛
の
旗
幟
高
く
大
東
亜
共
栄
圏

の
一
環
を
な
す
満
洲
建
設
の
た
め
文
字
通
り
の
聖
鍬
を
揮
ふ
我
が
大
子
開
拓

団
員
は
菊
池
団
長
を
中
心
と
し
て
一
致
協
力
、
入
団
日
尚
浅
き
に
拘
ら
ず
開

拓
団
と
し
て
異
数
の
躍
進
を
遂
げ
そ
の
□
□
溌
剌
の
状
に
対
し
て
は
全
満
開

拓
団
を
□
く
視
察
し
た
一
行
中
の
大
島
満
□
子
、
植
木
総
務
局
員
、
在
満
操

觚
者
一
同
も
口
を
極
め
て
賞
揚
し
た
」
と
述
べ
た
後
、
一
日
の
開
拓
生
活
の

流
れ
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。 

団
員
一
同
は
午
前
五
時
一
同
起
床
、
団
服
姿
も
凛
々
し
く
点
呼
に
初
ま

り
聖
寿
の
万
歳
、
君
が
代
奉
唱
、
皇
軍
武
運
長
久
、
戦
没
英
霊
へ
の
黙

祷
了
つ
て
今
日
の
作
業
命
令
を
受
け
七
時
朝
食
ま
で
飯
前
作
業
を
な

し
、
朝
食
後
七
時
卅
分
か
ら
再
び
作
業
開
始
、
十
一
時
卅
分
作
業
中
止
、

正
午
昼
食
、
午
後
一
時
作
業
着
手
、
六
時
そ
の
作
業
を
了
り
七
時
夕
食
、

九
時
消
燈
を
規
則
正
し
い
行
事
と
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
正
門
は
昼
間
一

日
交
替
に
銃
を
持
つ
て
歩
哨
に
当
り
夜
は
一
時
間
交
代
で
同
様
警
備

の
任
に
当
つ
て
ゐ
る
。
尚
泰
安
の
聯
絡
所
へ
は
一
日
一
人
づ
ゝ
交
替
に

出
張
し
て
聯
絡
の
完
全
を
期
し
て
ゐ
る
の
だ
。 

 
 

他
の
開
拓
団
の
日
課
に
つ
い
て
は
不
明
な
の
で
比
較
は
で
き
な
い
が
、 

農
繁
期
に
当
た
る
こ
の
時
期
、
午
前
中
四
時
間
、
午
後
五
時
間
、
そ
の
他 

朝
食
前
の
作
業
を
含
め
れ
ば
九
時
間
以
上
に
及
ぶ
時
間
が
作
業
に
充
て
ら 

れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

次
に
、
菊
池
正
修
団
長
が
登
場
す
る
。「
団
長
菊
池
氏
は
人
も
知
る
実
□ 

躬
行
の
士
で
特
に
人
格
の
錬
成
陶
冶
に
意
を
致
し
本
団
の
輝
か
し
き
成
果
運

営
は
氏
の
強
固
な
る
意
志
と
人
格
の
賜
が
最
大
原
因
を
な
し
て
ゐ
る
」
と
紹

介
し
た
後
、
菊
池
の
考
え
方
が
綴
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

常
に
時
艱
を
克
服
し
不
動
不
退
転
の
大
信
念
を
以
て
滅
私
奉
公
、
協 

 
 

同
団
結
力
の
錬
磨
に
力
め
、
特
に
幹
部
が
正
し
き
指
導
と
統
一
あ
る
目

標
を
樹
て
ゝ
実
践
□
行
の
範
を
示
し
、
且
相
互
の
協
力
と
研
究
に
依
る

実
践
的
創
造
の
力
に
依
つ
て
経
営
の
主
眼
と
し
、
国
家
の
施
策
、
満
□

の
助
成
、
開
拓
民
の
三
者
が
渾
然
一
体
高
度
に
総
力
を
発
揮
す
る
こ
と

が
満
洲
開
拓
の
鉄
則
で
あ
り
大
東
亜
共
栄
圏
確
立
の
建
前
で
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ 

 

「
満
洲
開
拓
の
鉄
則
」
あ
る
い
は
「
大
東
亜
共
栄
圏
確
立
の
建
前
」
と 

い
っ
た
文
言
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
開
拓
団
団
長
に
求
め
ら
れ
る
心
構
え
が

如
実
に
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
菊
池
は
、「
県
並
に
県
民

へ
の
希
望
」
と
し
て
次
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
。 

 
 

花
嫁
斡
旋
の
件
、
大
子
町
へ
拓
務
事
務
係
専
属
を
置
き
団
員
の
募
集
及

後
援
会
事
務
を
担
任
せ
し
め
ら
れ
た
き
件
、
本
団
の
開
拓
文
庫
に
県
民

よ
り
書
籍
等
の
篤
志
寄
贈
を
願
ひ
た
き
件 

 
 
 
 
 
 
 

（
齋
藤
）
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（町付城縄張図 『図説 茨城の城郭』） 

大
子
町
の
城
館
跡
を
追
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

野
内 

智
一
郎 

  

大
子
町
は
古
く
は
依
上
保
と
呼
ば
れ
、
佐
竹
氏
と
白
河
結
城
氏
を
は
じ

め
、
諸
勢
力
の
境
界
に
当
た
り
、
そ
の
支
配
体
制
に
は
い
ま
だ
謎
が
多
い
。

平
安
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
「
依
上
」
と
呼
ば
れ
「
郷
」
を
経
て

「
保
」
と
し
て
陸
奥
国
白
河
郡
、
高
野
郡
、
次
い
で
常
陸
の
国
の
行
政
区

域
に
編
入
さ
れ
た
依
上
の
領
域
は
大
子
町
一
帯
に
比
定
さ
れ
る
の
が
定
説

と
な
っ
て
い
る
。
常
陸
国
に
正
式
に
含
ま
れ
る
契
機
と
さ
れ
る
文
禄
四
年

（
一
五
九
五
）
の
太
閤
検
地
の
実
施
ま
で
に
当
地
方
に
は
多
く
の
城
館
が
築

か
れ
た
。
中
世
に
お
い
て
当
地
方
の
支
配
の
中
心
と
な
っ
た
城
館
跡
は
『
水

夫
志
科
』
で
は
十
八
箇
所
、『
新
編
常
陸
国
誌
』
で
は
十
六
箇
所
を
数
え
る
。

近
年
の
調
査
の
進
展
に
よ
り
大
子
町
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
は
三
十

箇
所
を
数
え
、
（
含
む
要
害
跡
）
内
、
二
十
八
箇
所
が
鎌
倉
・
室
町
に
比
定

さ
れ
る
中
世
城
館
跡
で
あ
る
。
そ
の
多
く
が
山
林
や
畑
地
と
な
っ
て
お
り
、

存
在
が
知
ら
れ
な
が
ら
も
ま
と
ま
っ
た
報
告
は
少
な
い
。
今
回
、
で
き
う

る
限
り
現
地
に
足
を
運
び
、
残
さ
れ
た
史
跡
の
確
認
と
位
置
付
け
を
行
い

た
い
。 

  

一 

町
付
城
（
大
子
町
町
付
字
大
安
寺
一
三
七
四
外
） 

 

大
子
町
町
付
中
心
部
北
側
、
県
道
二
十
八
号
と
県
道
百
九
十
六
号
の
交

わ
る
台
地
上
に
町
付
城
跡
は
位
置
す
る
。
東
と
北
を
中
郷
川
に
囲
ま
れ
、

南
は
八
溝
川
が
流
れ
る
。
城
跡
は
そ
の
大
部
分
が
畑
と
な
っ
て
お
り
、
一

部
墓
域
を
含
む
。
六
つ
の
曲
輪
が
存
在
し
、
東
側
に
は
突
き
出
た
曲
輪
が

半
島
状
に
伸
び
る
。
十
ｍ
を
超
え
る
堀
跡
が
各
曲
輪
を
隔
て
て
お
り
、
県

道
二
十
八
号
側
か
ら
見
る
に
深
さ
も
か
な
り
深
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

川
か
ら
の
比
高
は
三
十
ｍ
を
超
え
、
城
跡
の
境
界
は
急
峻
で
あ
る
。
城
跡

の
県
道
百
九
十
六
号
を
挟
ん
で
西
側
に
は
町
立
黒
沢
小
学
校
が
あ
り
、
こ

の
区
域
に
も
範
囲
が
及
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
小
学
校
の
裏

手
に
も
人
の
手
が
加
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
区
域
が
広
が
り
、
全
体
と
し
て

も
う
一
回
り
大
き
な
城
跡
と
し
て
の
想
定
も
可
能
で
あ
る
。 

 

町
付
城
は
、
北
に
侵
攻
す
る
佐
竹
氏
に
備
え
る
た
め
白
河
結
城
氏
が
家

臣
の
深
谷
氏
に
築
か
せ
た
と
い
う
。
応
永
十
年
（
一
四
〇
三
）
に
始
ま
る
佐

竹
本
宗
家
と
庶
子
山
入
氏
の
抗
争
は
山
入
の
乱
（
佐
竹
の
乱
）
と
呼
ば
れ
、

周
辺
勢
力
の
拡
大
・
侵
入
を
許
し
た
。
永
正
二
年(

一
五
〇
五
）
に
山
入
氏

義
を
滅
ぼ
し
こ
れ
を
克
服
し
た
佐
竹
義
舜
は
永
正
七
年
（
一
五
一
〇
）
に
は

依
上
保
を
手
中
に
し
て
い
る
。
こ
の
流
れ
の
中
で
町
付
城
を
守
る
深
谷
氏

は
一
時
佐
竹
氏
に
従
う
が
反
抗
を
企
て
滅
ぼ
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

佐
竹
氏
は
家
臣
の
荒
蒔
氏
を
置
き
周
辺
統
治
の
要
と
し
た
。
戦
国
期
の
永

禄
年
間
に
荒
蒔
氏
は
町
付
城
の
西
に
荒
蒔
城
を
築
き
移
っ
た
た
め
、
廃
城

と
な
っ
た
。
そ
の
後
の
状
況
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。 

 

遺
構
の
保
存
状
態
は
良
好
で
、
堀
跡
を
よ
く
確
認
で
き
る
。
周
囲
が
河

川
に
囲
ま
れ
低
地
に
な
っ
て
い
る
た
め
眺
望
が
良
く
、
物
見
台
比
定
地
か

ら
は
当
時
の
風
景
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 

（
龍
ヶ
崎
市
在
住
） 
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戦
国
期
下
野
宮
近
津
社
の
造
営
（
一
） 

 
 

 
 

 

藤
井
達
也 

  
寺
社
の
修
理
・
造
営
は
中
世
社
会
に
お
い
て
一
大
事
業
で
あ
っ
た
。
神

職
・
僧
職
に
あ
る
者
の
み
な
ら
ず
、
在
地
住
人
、
領
主
が
関
与
す
る
た
め
、

地
域
社
会
の
姿
を
描
き
出
す
素
材
と
し
て
有
効
で
あ
る
。
中
世
の
依
上
保

に
は
近
津
社
（
下
野
宮
近
津
神
社
）
が
存
在
し
、
保
内
住
人
の
信
仰
を
集

め
て
い
た
。
本
稿
で
は
近
津
神
社
に
伝
来
す
る
文
書
を
素
材
と
し
、
戦
国

期
依
上
保
に
お
け
る
寺
社
造
営
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

永
正
七
年
（
一
五
一
〇
）
の
頃
よ
り
佐
竹
氏
は
依
上
保
に
進
出
を
始
め
、

天
文
十
年
（
一
五
四
一
）
の
東
館
破
却
に
よ
り
依
上
保
域
の
支
配
を
決
定
的

に
し
た
。
そ
う
し
た
時
期
に
、
近
津
社
の
造
営
を
行
う
事
例
が
数
例
確
認

で
き
る
。 

 

〈
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
の
造
営
〉 

 

永
禄
十
年
十
月
十
七
日
に
佐
竹
氏
重
臣
和
田
昭
為
か
ら
近
津
別
当
（
近

津
社
ト
ッ
プ
）
に
対
し
、
造
営
役
銭
の
催
促
状
が
出
さ
れ
て
い
る
。
近
津
社

の
造
営
が
「
保
内
役
銭
」
と
呼
ば
れ
る
依
上
保
住
人
か
ら
の
役
銭
に
よ
っ

て
担
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。 

ま
た
、
近
世
に
作
成
さ
れ
た
「
近
津
家
家
伝
文
書
書
上
並
由
緒
書
」
に
よ

る
と
、
永
禄
十
年
に
「
保
内
郷
中
」
に
よ
る
「
役
銭
取
帳
」
が
作
成
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
「
役
銭
取
帳
」
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、

近
津
社
造
営
役
銭
の
徴
収
が
「
保
内
郷
中
」
と
い
う
在
地
組
織
に
よ
り
担

わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
造
営
役
銭
を
お
ろ
そ
か

に
す
る
者
が
あ
れ
ば
和
田
昭
為
に
申
し
合
わ
せ
る
よ
う
に
と
い
う
文
言
か

ら
、
佐
竹
氏
の
後
ろ
盾
を
受
け
つ
つ
「
保
内
郷
中
」
に
よ
る
造
営
役
銭
徴

収
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

〈
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
の
造
営
〉 

 

天
正
四
年
に
は
佐
竹
義
重
の
判
物
に
よ
り
「
保
内
役
銭
」
の
徴
収
を
近

津
社
禰
宜
・
社
人
に
命
じ
る
よ
う
近
津
社
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時

期
、
南
奥
地
域
に
対
す
る
佐
竹
義
重
の
書
状
に
佐
竹
三
家
の
１
つ
東
義
久

の
書
状
が
副
え
ら
れ
る
事
例
が
多
く
、
本
事
例
の
判
物
に
も
東
義
久
の
判

物
が
副
え
ら
れ
て
い
る
。「
近
津
家
家
伝
文
書
書
上
並
由
緒
書
」
中
の
天
正

四
年
の
「
役
銭
取
帳
」
部
分
に
「
天
正
四
年
佐
竹
義
重
」
と
記
載
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
天
正
四
年
の
造
営
役
銭
徴
収
の
主
体
は
佐
竹
氏
で
あ
っ

た
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

 

こ
の
事
例
に
は
も
う
一
点
関
係
史
料
が
存
在
す
る
。
「
源
義
重
」
（
佐
竹

義
重
）「
源
鶴
寿
丸
」（
佐
竹
南
家
義
種
）「
沙
弥
賢
哲
」（
佐
竹
北
家
義
斯
）「
源

義
久
」（
佐
竹
東
家
義
久
）
の
四
名
に
よ
る
「
近
津
神
社
奉
加
帳
」
で
あ
る
。

こ
の
史
料
の
年
代
は
未
詳
で
あ
る
が
、
佐
竹
義
斯
の
花
押
と
署
判
の
形
態

が
天
正
四
年
の
頃
に
の
み
確
認
で
き
る
も
の
と
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
天

正
四
年
の
奉
加
帳
と
比
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
奉
加
帳
に
は
佐
竹

宗
家
な
ら
び
に
そ
の
一
族
の
佐
竹
三
家
と
い
っ
た
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
が

名
前
を
連
ね
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
近
津
社
の
造
営
費
用
は
「
保
内

役
銭
」
ば
か
り
で
な
く
佐
竹
氏
に
よ
る
奉
加
か
ら
も
捻
出
さ
れ
て
い
た
と

理
解
で
き
る
。 

 

〈
天
文
年
間
の
造
営
〉 

 

天
文
年
間
の
造
営
に
関
す
る
史
料
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
た
め
、
そ

の
実
態
は
つ
ま
び
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
近
津
神
社
に
伝
わ
る
「
源

義
篤
」
（
佐
竹
義
篤
）
等
の
奉
加
帳
に
よ
り
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
こ

の
奉
加
帳
の
年
次
も
未
詳
で
あ
る
が
、
署
名
し
て
い
る
佐
竹
義
篤
や
岡
本

禅
哲
の
生
没
年
か
ら
天
文
十
年
前
後
か
ら
天
文
十
四
年
に
か
け
て
の
史
料

で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
史
料
か
ら
、
天
文
期
の
近
津
社
造
営

に
つ
い
て
も
佐
竹
氏
の
奉
加
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。 

  

以
上
か
ら
戦
国
期
に
お
け
る
近
津
社
造
営
の
具
体
像
を
見
て
き
た
。
造

営
に
あ
た
り
、
近
津
社
の
社
人
・
禰
宜
ら
に
よ
り
「
保
内
役
銭
」
が
徴
収

さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
佐
竹
氏
の
強
い
影
響
力
の
も
と
で
造
営
が
行
わ
れ

て
い
た
。「
保
内
役
銭
」
の
徴
収
へ
の
後
ろ
盾
な
ら
び
に
造
営
奉
加
と
い
う

か
た
ち
で
佐
竹
氏
は
造
営
用
途
の
確
保
に
大
き
な
存
在
感
を
示
し
て
い
た
。

こ
の
造
営
の
在
り
方
が
地
域
社
会
や
領
主
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を

も
つ
の
か
に
つ
い
て
は
後
稿
を
期
し
た
い
。 

 
 

 

（
水
戸
市
立
博
物
）
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神
社
祭
礼
に
お
け
る
お
囃
子
の
伝
播
過
程
に
つ
い
て
（
三
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

―
大
子
町
を
事
例
に
し
て
― 

 
本
誌
前
号
で
は
、
屋
台
の
分
布
や
和
紙
な
ど
の
流
通
、
そ
れ
に
伴
う

人
々
の
行
き
来
に
欠
か
せ
な
い
昔
の
街
道
が
お
囃
子
の
伝
播
の
一
つ
の
要

因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
。 

こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
、
現
時
点
で
の
大
子
町
に
伝
播
す
る
お
囃
子
は
、

江
戸
囃
子
を
起
源
と
す
る
栃
木
県
の
お
囃
子
に
影
響
を
受
け
て
発
展
し
た

も
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
る
。
ま
た
、
茨
城
県
内
で
も
大
子
町
以
南

に
な
る
と
、
栃
木
県
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
大
太
鼓
と
小
太
鼓
二
つ
が

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
リ
ズ
ム
を
叩
き
、
一
つ
の
曲
に
す
る
と
い
う
囃
子
の
ス

タ
イ
ル
は
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
茨
城
県
の
大

子
町
以
南
で
は
水
戸
や
那
珂
湊
で
発
展
し
た
芸
者
囃
子
系
が
伝
わ
り
、
中

山
間
地
域
で
あ
る
大
子
町
・
高
部
で
は
烏
山
系
の
囃
子
が
分
布
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
囃
子
は
、
起
源
は
ど
ち
ら
も
江
戸
囃
子
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
伝
播
の
過
程
に
よ
っ
て
お
囃
子
は
変
化
し
て
い
く
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

以
上
の
よ
う
に
、
お
囃
子
と
は
口
承
文
化
で
あ
り
、
西
洋
音
楽
の
よ
う

に
普
遍
的
な
譜
面
を
も
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
常
に
変
化
す
る
音

楽
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
伝
統
は
時
に
変
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
も
い

え
る
の
で
は
な
い
か
。 

本
稿
で
は
、
よ
り
詳
し
い
伝
播
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
課
題
と
し
て
は
、
よ
り
広
範
に
各
地
域
で
の
聞
き
取
り
調
査
を

行
い
地
図
な
ど
に
ま
と
め
て
い
く
と
さ
ら
に
お
も
し
ろ
い
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
い
る
。 

ま
た
、
お
囃
子
に
関
す
る
今
後
の
課
題
は
、
い
か
に
伝
統
を
残
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
お
囃
子
は
変

化
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
が
、
大
子
町
で
は
も
と
も
と
あ
っ
た
地
囃
子
が

消
え
つ
つ
あ
り
、
町
内
の
祭
礼
の
お
囃
子
に
つ
い
て
も
栃
木
県
の
囃
子
曲

が
演
奏
さ
れ
る
機
会
が
増
え
て
い
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
伝
統
文
化
が
消
え

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
の
危
惧
を
実
感
し
て
い
る
。
昔
か
ら
お
囃
子

と
は
変
化
し
続
け
る
文
化
で
は
あ
る
が
、
今
後
は
お
囃
子
文
化
そ
の
も
の

を
き
ち
ん
と
保
存
し
て
い
く
努
力
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。 

私
は
、
毎
年
栃
木
県
烏
山
市
の
山
あ
げ
祭
り
を
見
学
し
て
い
る
。
烏
山

の
若
者
た
ち
の
姿
に
感
心
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
祭
り
の
当
番
町
の
若
衆

の
一
番
上
の
リ
ー
ダ
ー
が
指
揮
を
執
り
、
小
・
中
学
生
に
も
屋
台
の
提
灯

の
縄
の
結
び
方
や
お
囃
子
の
指
導
な
ど
を
し
て
い
る
が
、
見
物
に
来
た
お

客
さ
ん
へ
の
案
内
や
お
礼
な
ど
を
小
・
中
学
生
が
先
輩
の
背
中
を
見
て
覚

え
て
い
く
姿
に
と
て
も
感
動
し
、
う
ら
や
ま
し
く
思
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
、

昔
は
当
た
り
前
だ
っ
た
地
域
で
の
学
び
の
場
が
今
で
も
残
っ
て
い
る
こ
と

は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。
大
子
町
で
も
、
若
者
が
伝
統
文
化

に
触
れ
、
興
味
・
関
心
を
も
っ
て
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ

る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
が
展
開
で
き
れ
ば
、
と
思
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
家
田
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山上げ祭屋台（筆者撮影） 

十二所神社祭礼（筆者撮影）



 

- 8 - 

 

 
 

 

第
一
回
ふ
る
さ
と
歴
史
講
座
を
終
え
て 

 
 

七
月
二
十
日
（
土
）
に
「
初
め
て
読
む
古
文
書
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

第
一
回
ふ
る
さ
と
歴
史
講
座
を
行
っ
た
。
今
回
は
、
茨
城
県
立
歴
史
館
資

料
調
査
員
で
大
子
町
の
歴
史
資
料
調
査
員
の
野
内
正
美
先
生
を
講
師
に
迎

え
、
約
四
十
名
の
参
加
を
い
た
だ
い
た
。 

講
座
の
内
容
は
、
最
初
に
明
治
十
五
年
の
茨
城
日
日
新
聞
を
読
み
、
現

在
の
手
紙
文
と
実
際
の
古
文
書
の
手
紙
を
読
み
比
べ
て
少
し
ず
つ
古
文
書

に
慣
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
大
子
町
長
益

子
彦
五
郎
の
「
最
近
大
子
記
事 

并
ニ 

余

ノ
事
業
」
を
一
緒
に
読
ん
だ
。
こ
の
文
章
は

比
較
的
く
ず
れ
て
い
な
い
た
め
古
文
書
初
心

者
に
も
読
み
や
す
か
っ
た
。
ま
た
、「
く
ず
し

字
解
読
辞
典
に
倣
っ
て
、
古
文
書
の
く
ず
し

字
を
書
く
練
習
を
受
講
生
と
行
っ
た
。
少
し

く
ず
し
字
に
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
先
生

が
昔
の
村
の
形
態
に
つ
い
て
説
明
し
た
の
ち

に
、
生
瀬
の
乱
に
つ
い
て
書
か
れ
た
「
探
旧

考
証
」
を
一
緒
に
読
ん
で
い
っ
た
。 

昔
の
人
々
が
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
、
ど
ん

な
気
持
ち
で
こ
れ
ら
の
文
章
を
つ
づ
っ
た
の

か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
句
や
文
字
が
表
し
て
い

る
意
味
、
ど
の
よ
う
に
し
て
く
ず
れ
て
い
っ

た
か
な
ど
を
想
像
し
な
が
ら
古
文
書
を
読
む

こ
と
は
と
て
も
楽
し
い
。「
私
で
も
少
し
読
め

た
！
」
そ
ん
な
体
験
が
で
き
、
さ
ら
に
学
ん

で
み
た
い
と
思
っ
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
（
家
田
） 

編
集
後
記 

 

今
回
ま
た
新
た
に
執
筆
者
が
増
え
、
新
た
な
視
点
か
ら
大
子
町
に
関
す

る
歴
史
や
文
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
の
ほ
な
い
歴
史
通
信
は
大
子
町
以
外
の
方
か
ら
も
好
評
を
得
て
お
り
、

毎
回
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
下
さ
る
方
々
が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ

の
通
信
を
と
お
し
て
町
の
文
化
や
歴
史
を
後
世
に
残
し
、
町
内
外
に
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
け
る
よ
う
今
後
も
活
発
に
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

次
回
の
ふ
る
さ
と
歴
史
講
座
は
十
二
月
八
日
（
日
）
に
中
央
公
民
館
講

堂
で
行
い
ま
す
。
講
師
は
石
井
喜
志
夫
先
生
で
、
テ
ー
マ
は
「
揺
れ
動
く

幕
末
の
郷
土
」
の
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
（
家
田
） 

 

編 

集 

大
子
遊
史
の
会 

 

編
集
人 

齋
藤 

典
生
（
茨
城
大
学
教
育
学
部
特
任
教
授
）

 
 

 
 

 

野
内 

正
美
（
茨
城
県
立
歴
史
館
資
料
調
査
員
）

 
 

 
 

 

石
井
喜
志
夫
（
元
大
子
町
史
編
纂
委
員
会
委
員
）

 
 

 
 

 

家 

田 

望
（
大
子
町
教
育
委
員
会
） 

 

発 

行 

大
子
町
教
育
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

久
慈
郡
大
子
町
大
字
池
田
二
六
六
九
番
地 

 
 

 
 

 
 

大
子
町
立
中
央
公
民
館 

 
 

 
 

 
 

☎
０
２
９
５
（
７
２
）
１
１
４
８ 


